
デートＤＶとは？
結婚していない恋人間で起こるＤＶ（暴力や支配関係）のこと。彼女を
独り占めしたい、自分の思い通りになって欲しいという気持ちが強くな
りすぎて、彼女を力でコントロールしようと暴力がエスカレートします。

これらはすべて
デートＤＶで、
暴力です。

メールの
返信が遅いと
怒られる

避妊に
協力して
くれない

携帯電話の
履歴を
チェック
される

いつも自分が
最優先で
友達と遊ぶと
不機嫌

いつも自分が
最優先で
友達と遊ぶと
不機嫌

他の
友達と遊ぶと
不機嫌

常に居場所
を報告
させられる

「バカ」とか
「おまえなんかに
できるわけない」
等傷つく言葉
を言う

※この図はＤＶ被害者のほとんどが女性であることを念頭に作っています
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図１　学部学生の専攻分野別割合
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他
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に
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労
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給
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家
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仕
事
の
両
立

が
困
難

研
究
職
・
技
術
職
の

イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
な
い

評
価
者
に
男
性
を

優
先
す
る
意
識
が
あ
る

男
性
に
比
べ
て

採
用
が
少
な
い

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が

少
な
い

男
女
の
社
会
的

分
業

業
績
評
価
に
お
い
て

育
児
・
介
護
等
に

対
す
る
配
慮
が
な
い

（備考）男女共同参画学協会連絡会「科学技術専門職における男女共同参画実態の大規模調査」（平成20年）より作成。
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図2　女性研究者が少ない理由
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「好き」「好き」「好き」 カタチカタチカタチ

����������������������
伊藤さんは日本でも注目されはじめている「シ

ビックプライド」の考え方や海外の様々なまちづ
くりの事例を研究する第一人者です。
「シビックプライド」とは、まちに対して市民が
持つ『自負』『愛着』のこと。
大学での仕事のほか、最近では、行政や地域の

人々とつながりながら、そのまちに住む人達の「シ
ビックプライド」を育てるための活動や仕組みづ
くりを考える仕事も手掛けています。����������������������

Q 今のお仕事をはじめるきっかけと研究内容について

教えてください。

A 子どものころからものづくりが好きで、工学部に進も

うと思っていました。専攻は建築系か情報系かで悩み

ましたが、大学２年の後半に建築を選択しました。大学院

で師事した先生から都市論を学び、住宅等の個々の建物よ

りも空間及び社会としての都市に関心が移りました。

現在の研究内容は都市計画です。まずは都市の空間デザ

イン。広場など公共空間のデザインにより、いかに社会的

生活が豊かになるかを考えます。次に都市のコミュニケー

ションのデザイン。まちは市民をはじめとしてそこに関わ

る皆の手でつくられていくものです。その第一歩として、

多くの人にまちに関心を持ってもらい、まちの魅力や楽し

さに気づいてもらうための方法について研究しています。

Q 研究者という道を選んだ際の周囲の反応はいかがで

したか。また、助言はありましたか。

A 周囲の人々に話を聞いたのは博士課程に進む時です。

周囲では就職活動が始まっており、聞いた人全員に

「博士課程に進むとしても一旦就職してから研究に戻った

方がいい」と言われましたが、留学にも興味があり、研究

が面白かったので、就職は考えませんでした。

両親は特に何も言いませんでしたが、父親が研究者だっ

たというのは大きかったと思います。子どもの頃から父の

研究室に出入りしたり、合宿に参加していましたので、研

究者という道を選ぶことに戸惑いはありませんでした。

Q 現在の研究の魅力ややりがいについて教えてくださ

い。

A 世界中に多くのまちがあり、どれも個性があり魅力的

です。それぞれのまちにとってのより良い空間、より

幸せな社会を構想することは、簡単ではありませんが、や

りがいがあります。

Q これから進路を考

える学生や、進路に

関してお子さんに助言す

る立場にある保護者に対

して応援メッセージをお

願いします。

A「女子だから」「男子だから」とか、進路

選択の時に考えることは

ないと思います。もちろ

ん行ってからいろいろな

困難があるかもしれませ

んが、それは後から考え

ればよい。好きなこと、興味を持ったこと、やってみたい

と思ったことに飛び込めばいいのではないのでしょうか。

物静かなたたずまいの伊藤先生ですが、お話を伺うと、ご

自身の研究に対して「好きで楽しい」という言葉が、何度

も出てきました。

「東京ピクニッククラブ」を主宰し、趣味のピクニックを

通じて各分野のクリエイターたちと各国の様々な都市でア

ート活動も行っている伊藤先生。

「好き」をカタチにした伊藤先生のお話を、もっと聞いて

みませんか。

伊藤香織さん講座のお知らせ

東京理科大学連携講座

『「好き」をカタチにする進路選択のススメ』

日時：平成２４年１月１４日（土）
午前１０時～正午

場所：男女平等推進センター
定員：先着３０名（保育有１０名

・事前申込要）

申込：１２月１３日（火）午前９時
より、電子申請か電話

にて受付開始

問合：男女平等推進センター
（�５６９８－２２１１）まで
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今年は国連が定める世界化学年。女性科学者
として有名なマリー・キュリー博士のノーベル
化学賞受賞から１００年目にあたります。
近年、さまざまな分野で活躍する女性が増え

ていますが、いまだに女性の進出が少ない分野
があり、理工系分野もそのひとつです。
ところが、最近この理工系分野を選択し、研

究者・技術者を目指す「理系女子」が増えてお
り、行政や大学・企業も積極的に支援する動き
があります。
「理系女子」を取り巻く現状について調べて

みました。

「
理
系
女
子
」は
希
少
価
値
？

女
性
の
大
学
進
学
率
が
伸
び
て
い
る

一
方
で
、
選
択
し
た
学
部
専
攻
分
野
を

見
て
み
る
と
、
男
子
に
比
べ
理
工
系
分

野
に
進
学
す
る
女
子
の
割
合
は
少
な
く
、

約
５
分
の
１
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１

「
学
部
学
生
の
専
攻
分
野
別
割
合
」
参

照
）
ま
た
、
わ
が
国
の
研
究
職
に
占
め

る
女
性
の
割
合
は
１３
％
と
年
々
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
諸
外
国
に
比
べ
る
と

い
ま
だ
に
低
い
状
況
で
す
。

こ
の
性
別
に
よ
る
進
路
選
択
の
か
た

よ
り
の
原
因
と
し
て
は
、
参
考
に
す
る

女
性
の
研
究
者
・
技
術
者
の
事
例
（
ロ

ー
ル
モ
デ
ル
）
が
少
な
く
、
女
子
が
進

路
選
択
す
る
に
あ
た
っ
て
、
理
系
進
路

と
職
業
の
関
わ
り
や
働
く
自
分
の
将
来

像
が
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
こ
と
が
影
響

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
働
く
女
性
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
が
親
の
世
代
に
浸
透
し
て
お
ら

ず
、進
路
選
択
の
際
の
助
言
な
ど
に「
男

子
は
理
系
、
女
子
は
文
系
」
と
い
っ
た
、

男
性
向
け
・
女
性
向
け
の
学
部
・
職
種

に
と
ら
わ
れ
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と
も

無
視
で
き
ま
せ
ん
。

悩
め
る

働
く
「
理
系
女
子
」

女
性
研
究
者
の
少
な
い
原
因
と
し
て

は
、
そ
も
そ
も
理
系
分
野
を
選
択
す
る

女
子
学
生
の
少
な
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
子
育
て
・
介
護
等
の
負
担
に
よ
り

研
究
の
継
続
が
難
し
く
、
ま
た
そ
れ
を

支
援
す
る
環
境
が
十
分
に
整
っ
て
い
な

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。（
図
２
「
女

性
研
究
者
が
少
な
い
理
由
」
参
照
）

内
閣
府
の
「
少
子
化
白
書
」
に
よ
る

と
、
出
産
１
年
前
に
は
仕
事
を
持
っ
て

い
た
女
性
の
う
ち
の
約
７
割
が
出
産
半

年
後
に
は
無
職
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
育
児
休
暇
を
利
用
し
て
就
業
を
継

続
し
て
い
る
割
合
は
、
過
去
２０
年
間
、

ほ
と
ん
ど
変
化
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

理
系
分
野
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
す
る
女
性
が
増
え
て
い
る

も
の
の
、
企
業
等
が
従
業
員
に
求
め
る

働
き
方
を
見
る
と
、
依
然
と
し
て
男
性

中
心
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。
女
性
研
究
者

に
と
っ
て
も
、
長
時
間
拘
束
さ
れ
る
働

き
方
や
「
男
性
は
仕
事
、女
性
は
家
庭
」

の
意
識
が
、「
家
庭
と
仕
事
の
両
立
」
や

「
育
児
期
間
後
の
復
帰
」
を
困
難
と
感

じ
さ
せ
る
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
産
前
産
後
の
数
ヶ
月
と
は

い
え
研
究
の
最
前
線
か
ら
離
れ
る
こ
と

や
、
業
績
評
価
へ
悪
い
影
響
が
で
る
の

で
は
な
い
か
等
、
研
究
者
な
ら
で
は
の

不
安
も
あ
る
よ
う
で
す
。

「
理
系
女
子
を
増
や
せ
！
」

行
政
・
大
学
等
に
よ
る

理
系
進
路
選
択
支
援

行
政
や
大
学
、
企
業
に
お
い
て
、
女

性
研
究
者
の
活
躍
を
促
進
し
た
り
、
女

子
高
生
・
学
生
の
理
系
進
路
選
択
を
支

援
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

内
閣
府
で
は
、「
女
性
が
様
々
な
分
野

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

男
性
も
家
族
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
る

な
ど
ゆ
と
り
あ
る
生
き
方
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
」
と
し
て
、
女
子
高
生
・
学

生
が
「
学
ぶ
」「
働
く
」
将
来
の
自
分
を

明
確
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
進
学
や
就
職

等
の
選
択
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
が
で
き
る

よ
う
に
応
援
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
い
う
サ
イ
ト
を
つ
く

り
、
理
系
進
路
選
択
に
役
立
つ
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、「
科
学
技
術
基
本

計
画
」
に
お
い
て
、
各
研
究
機
関
に
対

し
女
性
研
究
者
が
仕
事
と
子
育
て
等
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
両
立
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
や
、
子
育
て
等
の
た
め
に
い

っ
た
ん
女
性
が
家
庭
に
入
っ
て
も
、
希

望
す
れ
ば
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境

の
整
備
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
や
各
機
関
と
連
携
し
女

子
中
高
生
の
科
学
技
術
分
野
に
対
す
る

興
味
・
関
心
を
喚
起
し
、
理
系
へ
の
進

路
選
択
を
支
援
す
る
事
業
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

女
子
は
理
系
が
苦
手
？

「
好
き
」
を
カ
タ
チ
に
す
る

進
路
選
択
の
ス
ス
メ

よ
く
聞
か
れ
る
「
男
子
は
理
系
、
女

子
は
文
系
」
と
い
う
言
葉
で
す
が
、
本

当
な
の
で
し
ょ
う
か
？

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
国
際
的
な
学
習
到
達
度

調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
男
女
別
得
点

は
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
で
は
男
子
５
３

４
点
、女
子
５
２
４
点
。科
学
的
リ
テ
ラ

シ
ー
で
は
男
子
５
３
４
点
、
女
子
５
４

５
点
で
、
ほ
と
ん
ど
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

理
数
系
の
成
績
に
男
女
差
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
女
子
だ

け
が
特
に
理
数
系
科
目
へ
の
苦
手
意
識

を
持
っ
て
い
た
り
、「
女
子
は
理
系
に
は

向
か
な
い
」
と
し
て
女
子
が
理
系
科
目

で
良
い
成
績
を
取
る
こ
と
や
理
系
進
路

に
進
む
こ
と
を
親
や
教
師
等
の
周
囲
の

大
人
た
ち
が
期
待
し
て
こ
な
か
っ
た
の

は
、
無
意
識
の
う
ち
の
決
め
つ
け
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
社
会
に
は
「
女
性
は
こ
う

あ
る
べ
き
」「
男
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
、
性
別
で
期
待
す
る
役
割
が
違
っ
た

り
、
区
別
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
男
性
向
け
・
女
性
向

け
と
さ
れ
る
職
種
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
幅
広
い
進
路
選
択
を
念
頭
に
、

自
分
の
「
好
き
」
や
個
性
、
能
力
を
活

か
す
進
路
や
職
業
を
、
一
人
ひ
と
り
が

主
体
的
か
つ
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
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D
V
と
は
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト

ナ
ー
な
ど
、
親
密
な
関
係
の
相
手

か
ら
ふ
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で

す
。
平
成
２０
年
の
内
閣
府
の
調
査

に
よ
る
と
、
女
性
の
お
よ
そ
１０
人

に
１
人
（
１０
・
８
％
）
が
「
何
ら
か

の
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
何
度
も

あ
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
恋
人
間
の
暴
力
も

「
デ
ー
ト
D
V
」
と
し
て
問
題
に
な

っ
て
お
り
、
１０
代
〜
２０
代
の
と
き

に
恋
人
か
ら
被
害
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
と
回
答
し
た
女
性
は
、
実

に
７
人
に
１
人（
１３
・
６
％
）に
も

上
っ
て
い
ま
す
。

D
V
も
デ
ー
ト
D
V
も
大
切
な
人
を
傷
つ
け
る
行
為
で
す
。

「
大
切
な
人
」
だ
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
の
心
と
か
ら
だ
を
大
事
に
で
き
る
、
違

う
考
え
方
や
価
値
観
を
認
め
合
え
る
対
等
な
関
係
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

�
飾
区
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
�
５
６
９
８
‐
２
２
１
１
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
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男女平等推進センターは、
男女平等についての学びの場として
ご利用いただくことができます。

講座・講演会
年間をとおして、女性の再就職やキャリアアッ

プ、男性の家事・育児参画や働き方の見直しなど、
男女平等に関するさまざまな講座・講演会を開催
しています。詳細は「広報かつしか」、区ホームペ
ージなどでお知らせします。

女性のための相談（要予約・無料）
女性のための各種相談を行っています。
一人で悩まず、専門カウンセラーや弁護士に

ご相談ください。

図書資料室
男女平等や女性・人権に関わる内容について豊

富な蔵書があります。�飾区の図書館利用カード
で借りることができ、インターネットからの検索
や予約もできます。区立図書館にある本を予約し、
男女平等推進センターで受け取ることもできます。
■開室時間 月～金 午前９時～午後５時
■休 室 日 土・日・祝、年末年始、

特別整理期間等（年間５日間程度）

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーををををををををををををををををををををををごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

〒１２４－００１２

�飾区立石５－２７－１
ウィメンズパル内

TEL：５６９８－２２１１

ファクス：５６９８－２３１５

■開館時間 月～土 午前９時～午後９時３０分

日・祝 午前９時～午後５時

■休 館 日 年末年始、館内点検日・清掃日

午前１０時～午後５時

午後１時３０分～午後４時３０分
午前１０時～午後５時
午後１時～午後４時

午後５時～午後８時
（電話のみ・男性も可）

※年末年始・祝日は除く

月

火
月・火・木・金

水

女性に対する
暴力（DV）相談

法律相談

悩みごと相談

男女平等推進センター What's Neｗ http : //www.city.katsushika.lg.jp/５３/２０１/００２７７９．html

こ
ん
な
こ
と
も「
暴
力
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す

デ
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ト
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男女平等推進センターでは「かつしかイクメン・ガジダンの星☆」を募集しています。詳しくは区ホームページをご覧ください。

東京理科大学理工学部建築学科准教授 伊藤香織さん

まちの魅力や楽しさに気づく
都市のコミュニケーションをデザインする

インタビュー

（２）平成２３年（２０１１年）１２月５日 第4号こんにちは人権こんにちは人権平成２３年（２０１１年）１２月５日 第4号（３）


